
 

 

 

 

                                                             

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  平成 2９年８月４日（金）１０：００～１２：００ 

場 所  八尾市立教育サポートセンター 講座室 

講 師  追手門学院大学 教授 松宮 新吾 さん 

本研修は、小学校外国語の教科化を見据え、外国語活動に対する知識や

指導力の向上を図ることをねらいとし、実施しています。 

今年度は『カリキュラムマネジメント演習』というテーマのもと、小学校 6年間の一貫英語教育カ

リキュラムのマネジメント方法を学びます。松宮先生からは、３回に渡って豊富な知見と実践に基づ

いた講義をいただきます。第１回の今回の研修では「低・中学年編：活動型」と題し、発音の仕方や

ペアワークなど、頭だけでなく全身を使った活動を通して、多くの学びを得ることができました。 

受講者からは、「正しい英語を教えるという呪縛から、理解できる英語を教えるという意識改革が

できた。」「発音は教師が見せるもの、just show it!のキーワードにつながるとわかりました。」「学

校に戻り、職員に伝えなければならないと感じる研修であった。」などの感想が聞かれました。 

 

 

日 時  平成 2９年８月 8 日（火）  ９：３０～１７：００ 

場 所  大阪教育大学柏原キャンパス 

講 師  大阪教育大学教員 

     大阪青山大学健康科学部子ども教育学科 萩原 憲二さん 

     大阪府コアサイエンスティーチャー（府下の現職小中学校教員） 

本研修は、先生方が理科の楽しさを再発見し、授業のために必要な科学的なものの考え方や問題解

決の方法を学ぶことをねらいとして、大阪教育大学科学教育センターの協力をいただき、毎年実施し

ています。今年度は、採用 3 年目の小学校の教員と希望する教員合わせて 42名が参加しました。 

前半は、12のテーマにわかれて実験研修が行われ、後半は、少人数で行う課題解決型グループワ

ークが実施されました。受講生は、「わくわくする理科実験を体験し、その後の問題解決の方法を学

ぶことができ、二学期からの授業にぜひ生かしたいです。」と好評でした。 

平成 2９年度「小学校外国語活動」授業力向上研修 

  

理科からはじめる学び合い研修 

  



 

 

 

日 時 ： 平成 2９年８月１日（火）14：00～16：00 

場 所 ： 八尾市立教育サポートセンター講座室 

講 師 ： 梅花女子大学/大学院 教授 伊丹 昌一  

本研修は、発達障がいのある子どもについて理解を深め、支

援のあり方について学ぶことを目的として毎年２回の連続講

座として実施しています。 

今回は４月に引き続き２回目の特別支援教育研修でした。  

『発達の道すじをふまえた具体的な支援』と題し、子どもが

成長するそれぞれのステージにおける支援のポイントを、先生ご自身の経験を交えながら分かりやす

くご講義いただきました。 

受講者からは、「自分が担当している支援が必要な子どもを思い浮かべて聞きました」「子どもが困

らない環境を作っていくことが私たちの役割であるということを忘れず、様々な環境整備をしていき

たい。」「生徒たちの自己肯定感を高め、自発的に行動できる生徒の育成を目指し、２学期から取り組

もうと思います」などの感想が多くきかれました。 

 

 

 

日 時 ： 平成 2９年 7月２５日（火） ９：００～１２：００、１３：３０～１６：３０ 

２７日（木）１３：３０～１６：３０（３回のうち 1 回選択） 

場 所 ： 八尾市立教育サポートセンター コンピュータ室 

講 師 ： 教育サポートセンター指導主事 小川 修司 

本研修は、情報通信機器等の普及が著しく進む中、情報モラルについての考えを深め、指導力の向

上を図ることを目的として、第 1部「学校の情報セキュリティについて」、第 2部「学校における著作

権について」第３部「情報モラル教育の重要性・必要性と実践」の３部構成で実施しました。 

第 1部では、過去のUSB メモリや書類の紛失・盗難事件の事例から、校外へ持ち出すことが個人情

報の流出につながることを学びました。また、職員室や教室で、情報セキュリティ面での危険を発見

するグループワークを行いました。 

第 2 部では、学校の授業の過程では許諾を得ることなく著作物を利用できるという著作権法の例外

について学び、授業中、昼休み、学校行事など様々な場面での著作権に関する Q&A に取り組みました。 

第３部ではネットショッピング等での高額請求、SNS での対人関係トラブル、出会い系サイトやコ

ミュニティサイトでの性的被害の実態などについて、実例や実際の画面にふれながら学びました。そ

して、様々な危険はあるものの今やインターネットのない生活は考えられないものとなっており、子

どもたち自身が正しい使い方をできる情報モラルを身に付けさせることが重要である、ということを

受講者は学びました。 

 

 

日 時 ： 平成2９年９月20日（水）１０：００～１２：００（受付：9/1～14） 

場 所 ： 八尾市立教育サポートセンター 講座室 

講 演 ： 「子どもの自立を育むかかわり」 

  NPO法人ラヴィータ研究所子ども発達相談センター・リソース「和」米田 和子さん 

申込み ： 八尾市立教育サポートセンター（072-924-3892）までお申込みください。 

対 象 ： 言葉や発達に遅れに心配がある3歳児～中学生の保護者。 

情報モラル研修 

  

特別支援教育研修② 

  

子育て講座（ご案内） 


